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NPO やましろ里山の会 週間ニュース 1125 号  2026-2-19 

●今年 2回目(2 月 15 日 10：00)の地域説明会 29 人の参加者がありました。 

今年は京田辺市の水取と一休ヶ丘の地区公民館の 2カ所で地域説明会を行ってきました。今回の

取組では、初めて回覧板を回していただき周知を行っていただきました。里山の会の地域説明会

では画期的な出来事でした。ご来場案内をお知らせいただく事が大きな目的ですが、「自然を大切

にする仲間の輪を大きくする」スローガンを掲げて地域の自然を観察調査している団体の紹介を

いただいたことは画期的な出来事でした。これまで長年地道に活動を継続してきた活動を評価い

ただいたことは大変な激励と受け止めています。寒い中多くの方々に展示物をご覧になってくだ

さってありがとうございました。 
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●木津川クリーン作戦（2月 15 日 9：30～） 

この日まで堤防の清掃するところまでの洪水の回数が少なく、その上この場所(山城大橋東詰め)

での工事が行われていて集まった 9人が目を皿のようにしてゴミを見つけ出すのに苦労しなけれ

ばならないのが現状でした。毎年ご協力いただいている城陽市役所職員さんや木津川市から来て

いただいた方などおなじみのみなさんが集まっていただきました。今回は一番ゴミが少なかった

と責任者の森島さんの感想でした。 

 

●竹エンピツの袋(サック)デザイン制作に苦心 

ヒントから製作を始めた頃、京都府から注文が着て大喜びをしながら苦労して手作りで納品をし

ました。その後小さなイベントに参加させていただいての販売を繰り返し、売り上げも目的の 1

つでしたが製作していることの宣伝のために精一杯出かけてきました。そこでの要望や改善点に

ついてお聞きし、教えてもらって 3年目を迎えています。製品は 4種類となりました。最初から

最大の課題であった 8mm の角に割る製作機が手工業的にハンマーを使用したもので大量に生産で

きないので苦労を重ねています。先日環境省の大阪事務所からの 3月末納入期日の思わぬ注文が

入りました。うれしいことです。直接お話をしていませんのに人づてに第三者を通じての事でし

た。また福祉施設の作業所から製造現場を見学したいと 3施設から申し入れがありました。徐々

に人づてに広がってきていると実感し始めたところです。最近苦労したのは作品を見栄え良くし

ようと紙袋のデザインの工夫に苦労いたしました。自前の印刷機での増刷ですので原稿を PC で作

り上げることの操作が難しく大変でした。苦労しながら少しずつ前に進められればと考えていま

す。どなたでも事務所でのお手伝いにお越しください。お待ちしています。 

 

●河川協力団体のアンケートが来る 

近畿地方には河川協力団体が 25 登録されています。私たち里山の会もその一員として活動を続け

てきました。木津川希少種生育調査管理業務は主に土木業務を中心業務としてきているので植

物、特に希少植物分野は苦手なので調査観察と保全管理分野についての業務を行ってきていまし

た。昨年(2024 年度)には協力団体の情報交換会の場がありました。良い機会でしたので次年度も

開催をと強く発言しておきましたところ、2025 年度はアンケート調査用紙が送付されてきました

ので、木竹の粉砕機の購入費の実現を要望していると返答をしておきましたら、竹蛇籠について

の問い直しで協力関係のある大学名とありました。春の「親子花見乗船体験」や「イタセンパラ

の復元を目指す」では摂南大学、「竹蛇籠製作」では京都大学、「木津川希少植物」では同志社大

学のサッカー部有志の協力を得て活動を継続していますとの返答をいたしました。 

 

●国交省の木津川堤防の除草作業経費で 2026 年度予算の減少が切実な流れに 

2026 年度の将棋頭型水制工=竹蛇籠の設置は木津川出張所への申し入れでは予算はないとの説明

でしたのであきらめかけていましたがご理解いただき実現できました。ところが同じ草刈り業者

には年間 2回の作業の内、刈草の運び出し作業を中止の方向や除草作業も一部、年 1回とする方

向が提案されてきているらしいと耳にいたしました。国交省のこの予算額は例年通りですが、人

件費や物価などの経費が高くなってきているので例年並みの予算は執行できなくなってきている

のが現状で、先ほど耳にした話もありかと思いました。厳しい現実の現場のお話でした。 
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●炭焼き原木の切り出しと運び出しが進む 2026 年 2 月 10 日 原木の切り出し 2日目 

過日の大木 3本の伐採では一窯分に少々不足す

るので 2回目の切りだし 3本を行ってみまし

た。これまでに幾度も伐採の必要性が話し合わ

れておりましたが困難と危険性、そして運び出

す困難と同時に高齢化と体力の後退などで手が

付けられなく放置されたままになっていまし

た。うまく切り倒す事が出来れば絶好の条件で

したので大村、森島、太田、金田さんなどが意を決して行って

くださいました。かなり太くて重たくてこのままではとても木

炭の原料には使用できません。炭窯に入れるのに最適な大きさ

は直径 14 ㎝で長さ 110 ㎝といわれていますので、まだまだ手を

加えなければなりません。このまま放置するのではなく炭窯場

に運び出さなくてはなりませんでした。体力の衰えが目立つ高

齢者には大変厳しい重作業でしたが皆さんが奮い立って綺麗に

運び出していただきました。山の仕事は

葉が枯葉となって落ちた頃の冬が最盛期

ですので、寒さに負けず力仕事に精を出

して頑張って、綺麗にしていただきまし

た。有難うございました。炭窯の着火予

定は 3 月 14 日午前としています。窯出

しは一週間後になります。ご参加くださ

い。 

 

●3月 20 日には里山の会も出店参加いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●京田辺市でもこのような催しが計画されています。 

 

 

松かさツリー作りや竹エンピツ

つくりです。 

京都南部で活動されているサー

クルの皆さんが出展されます。 

 

 

篠原さんから出展参加のお話がありました。人手が十分で

すが取り組みのチラシやイベント紹介・展物で参加できれ

ばと考えています。 
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●里山の会では 3月 7日（土）13：00～15：30 京田辺市中央公民館で講演会を開催いたします。 

いずれも無料ですので気楽ご参加ください。 
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